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2025年度日本教育メディア学会定例総会開催通知（会告） 

 
正会員各位 
 
 下記により 2025 年度日本教育メディア学会定例総会を開催いたします。会員各位の出席をお願いい

たします。なお，ご出席されない方は，事務局から送られたメールに記載されている様式で委任状をお

送りください（2025 年 10 月 30 日（木）締め切り）。 
 

2025 年 10 月 5 日 
日本教育メディア学会 

会長 村上 正行 
 

記 
 
1.日 時：2025 年 11 月 1 日（土）13:00－13:50（年次大会第１日目） 
2.場 所：北海道教育大学函館校 
3.内 容： 
（１）議案 
 第 1 号議案 2024 年度事業報告及び収支決算承認の件 
  ①機関誌発行 
  ②年次大会の開催 
  ③学術交流等 
  ④Web サイトの改修 
  ⑤2024 年度収支決算（案），監査報告 
 第 2 号議案 2025 年度事業計画及び収支予算承認の件 
  ①機関誌発行 
  ②年次大会の開催 
  ③学術交流等 
  ④特定課題研究（SIG） 
  ⑤2025 年度収支予算（案） 
 第 3 号議案 その他 
（２）報告事項 
  ①表彰「日本教育メディア学会論文賞」審査経過と結果報告 
  ②2026 年度年次大会の件 
  ③学生研究奨励賞の制度開始について 
  ④その他 

以上 
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（１）議案 
 

第 1 号議案 2024 年度事業報告及び収支決算承認の件 
 
2024 年度に実施した事業は次のとおりである。 
 
①機関誌発行 
 １．「教育メディア研究」第 31 巻 1 号，第 31 巻 2 号を刊行し，在会会員に配布した。 
 ２．IJEMT Vol.18, No.1 および Vol.18, No.2 を刊行した。 
 ３．学会通信第 110 号（2024 年 5 月 31 日発行），第 111 号（2024 年 7 月 1 日発行），第 112 号

（2024 年 9 月 20 日），第 113 号（2025 年 2 月 3 日発行）を刊行し，会員に配布した。 
 
②年次大会の開催 
 日本教育メディア学会第 31 回年次大会を，鹿児島女子短期大学で開催した（2024 年 10 月 5 日～6
日）。また，「第 31 回年次大会発表論文集」を刊行し，申込者に配布した。 
 
③学術交流等 
 １．次の研究会を開催した。 
  (1) 2024 年度第１回日本教育メディア学会研究会 

（2024 年 7 月 28 日・中京大学） 
  (2) 2024 年度第２回日本教育メディア学会研究会 

（2025 年 2 月 16 日・京都教育大学） 
 ２．ICoME2024 を共同開催した。 

（2024 年 8 月 21 日～23 日：対面開催（事務局：日本，明治大学中野キャンパス）） 
 ３．企画委員会による年次大会での企画委員会セッションの開催 
 
④Web サイトの改修 
 レスポンシブデザインに対応した学会 Web サイトの改修を行った。 
 
⑤2024 年度収支決算（案），監査報告 
 2024 年度収支決算（案）を次ページに記す。 
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第２号議案 2025 年度事業計画及び収支予算案 

 
2025 年度に実施する事業は次のとおりである。 
 
①機関誌発行 
 １．「教育メディア研究」第 32 巻 1 号，第 32 巻 2 号を刊行し，会員に配布する。 
 ２．IJEMT Vol.19, No.1 および Vol.19, No.2 を刊行する。 
 ３．学会通信第 114 号～第 117 号を刊行し，会員に公開する（メーリングリスト，Web サイト）。 
 
②年次大会の開催 
 日本教育メディア学会第 32 回年次大会を，北海道教育大学函館校で開催する（2025 年 11 月 1 日～2
日）。また「第 32 回年次大会発表論文集」を刊行し，申込者に配布する。 
 
③学術交流等 
 １．次の研究会を開催する。 
  (1) 2025 年度第１回日本教育メディア学会研究会 

（2025 年 7 月 27 日・昭和女子大学） 
  (2) 2025 年度第２回日本教育メディア学会研究会 

（2026 年 2 月 22 日・中村学園大学） 
 ２．ICoME2025 を共同開催する。 

（2025 年 8 月 7 日～9 日：対面開催（事務局：韓国，Inha University）） 
 
④特定課題研究（SIG） 
 １．放送教育 SIG 
 ２．メディア・リテラシーSIG 
 ３．アートベース・リサーチ（ABR）SIG 
 
⑤2025 年度収支予算（案） 
 2025 年度収支予算（案）を次ページに記す。 
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2025年度日本教育メディア学会第 32回年次大会ご案内【最終報】 

 
大会実行委員会・年次大会委員会 

 
 第 32 回年次大会は，2025 年 11 月 1 日（土），2 日（日）の 2 日間，北海道教育大学函館校で開催さ

れます。 https://jaems.jp/conference-32th-1st/ 
 
＜プログラム＞ 
◆1 日目：11 月 1 日（土） 

10:30－11:30 理事会 
12:00－ 受付 
13:00－13:50 総会 
14:00－15:45 シンポジウム 

【放送開始 100 年記念】放送教育のこれまでと GIGA 第二期でのメディア教育 
登壇者 佐藤知条 会員（静岡産業大学），宇治橋祐之 会員（NHK放送文化研究所）， 

菅原弘一 会員（宮城教育大学），関谷優衣 氏（仙台市立黒松小学校） 
コーディネーター 豊田充崇 会員（和歌山大学） 

16:00－17:30 一般研究発表（１） 
18:30－20:30 懇親会（「函館ビヤホール」函館市末広町 14-12 を予定） 

 
◆2 日目：11 月 2 日（日） 

09:00－09:30 特定課題研究（SIG）報告会 
『メディア・リテラシーSIG』『アートベース・リサーチ SIG』『放送教育 SIG』 

09:45－11:45 課題研究 
11:45－12:45 昼食 
12:45－14:15 一般研究発表(2) 
14:25－15:55 一般研究発表(3)  ※一般研究発表：発表 20分，質疑 8分，入替 2分を予定 

 
＜年次大会参加費＞ 
年次大会参加費 会員    3,000円 

非会員   4,000円  ※ただし，非会員の現職教員は無料 
学生会員  1,000円 
学生非会員 2,000円 

※事前・当日で参加費は変わりません。Peatix で徴収・領収書発行を行います。 
 
 ぜひ，多くの会員の参加をお待ちしております。 

以上  
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教育メディアと AI：教員のための実践的セミナーのご案内 

 
企画委員会 

 
 近年，生成 AI は急速に普及し，学校教育の現場にもさまざまな影響を与え始めています。AI を活用
することで，授業準備や教材作成の効率化，児童生徒の学習支援，さらには新しい学びの創出が期待さ

れる一方で，情報の信頼性や著作権，個人情報の扱いなど，慎重に考慮すべき課題も存在します。 
 本セミナーでは，学校教員が安心して AI を活用するための基本的なルールや考え方を整理し，授業

や校務での具体的な活用事例を紹介します。また，参加者同士の意見交換を通じて，現場に即した実践

的な視点を共有する場とします。 
 AI 時代の教育に向けて，「どのように AI と向き合うか」「子どもたちにどのように使わせるか」を共

に考える機会としたいと願っています。 
 
■日時：2025 年 12 月 20 日（土）09:30－12:00 
■方法：オンライン 
■対象：主に学校教員としますが，どなたが参加されても構いません。 
■プログラム 

1）学校における AI活用の考え方 
2）実践事例 
・校務での活用 
・授業での活用 

3）企業等からの技術解説 
■主催：日本教育メディア学会企画委員会 
■後援：公益財団法人パナソニック教育財団，日本教育工学協会（JAET） 
 
 内容は変更されることがあります。 
 詳細は決まり次第，ＨＰに掲載します。 

文責：高橋 純（東京学芸大学） 
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国際学会 ICoME2025の開催報告および ICoME2026のご案内 

 
研究委員会（国際研究会 ICoME担当） 

 
 2025 年 8 月 7 日から 9 日にかけて，International Conference for Media in Education (ICoME) 
2025が，韓国仁川市・Inha University にて開催されました。韓国での ICoME は実に 7 年ぶりとなり

ました。 
 ICoME 2025 は，日本教育メディア学会（JAEMS），韓国教育情報メディア学会（KAEIM），中国教

育技術学会（CAET），TCCHawaii.org（NPO，米国ハワイ州）が協力して開催する国際会議で，今大

会で 23 回目を数えます。今大会のテーマは「Transforming Educational Media: Towards Accountable 
and Inclusive Future Learning」とされ，日本，韓国，中国，米国の教育メディア研究者による，生成

AI の活用やゲーミフィケーションなどを題材としたキーノートスピーチ，招待講演が提供されました。

また，大会のテーマに関連し，多数のコンカレントセッションおよびラウンドテーブルセッションでの

発表が行われました。各発表件数は以下の通りです。 
 －コンカレントセッション：56 件 
 －ラウンドテーブルセッション：56 件 
 大学院生や学部生によるラウンドテーブルセッション 56 件の中から，特に優秀と評価された発表に

対し，Young Scholar Awardsが授与されました。 
 
 今大会は，多くの国々から多数の参加者があり，その中でも日本からは最多の 97名にご参加いただ

きました。改めて，ご参加いただきました皆様に深く御礼申し上げます。 
 
 来年度の ICoME2026 は，TCCがホストとなり，ハワイ大学にて開催されます。現時点で詳細な日程

は決定しておりませんが，概ね今年度の大会と同時期になると思われます。ぜひともご予定いただきま

すようお願い申し上げます。なお，大会のウェブサイトや日程に関する情報については，準備が整い次

第，学会ウェブサイトおよび会員メールシステムを通じてお知らせいたします。 
以上 
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2025年度第 1回日本教育メディア学会研究会のご報告 
テーマ「AIの利活用とメディア・リテラシー／一般」 

 
研究委員会（国内担当） 

 
 2025 年度第 1 回研究会が，2025 年 7 月 27 日（日）に昭和女子大学（東京都世田谷区）で開催されま

した。今回の研究会は前回に引き続き，対面およびオンラインでのハイブリッド開催となりました。 
 研究会のテーマ「AI の利活用とメディア・リテラシー／一般」として募集を行い，16 件の発表があり

ました。そのうち対面発表は 14 件，オンライン発表は 2 件でした。また，およそ 60名の参加があり，

会場にも 43名の参加者が集まりました。 
 

  
 研究会では，生成 AI に関する発表が最も多く，生成 AI に対する意識や，活用方法，リテラシーなど，

様々な観点での発表が行われました。その他，NHK 教育テレビに関する発表や，教材開発，教師教育な

ど，教育メディア学会らしい様々な発表が行われました。会場からはあたたかいコメントが寄せられま

した。 
 座長をはじめ，ご参加いただいたみなさま，運営にご協力くださったみなさまに，心より御礼申し上げ

ます。 
 なお昨年度より，研究会の発表原稿は J-STAGE で公開されております。ぜひ皆様のご発表原稿をご覧

いただければ幸いです。 
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jaemsstudy/-char/ja 

文責：村井明日香（昭和女子大学）  
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論文投稿のご案内 

 
編集委員会 

 
 『教育メディア研究』特集号「今後の情報活用能力の育成の意味を問う」（Vol.32, No.2）の論文は，

2025 年 8 月 20 日で締め切りました。多くの投稿ありがとうございました。現在審査を進めております。 
 
 なお一般論文は随時受け付けております。 
Vol.32, No.2 は，2026 年 2 月末に発刊を予定しております。 
Vol.33, No.1 は，2026 年 8 月末に発刊を予定しております。 
 
 「投稿規程」（https://jaems.jp/kitei/）を熟読の上，「テンプレート・投稿方法」のページから登録と投

稿を行ってください（https://jaems.jp/guideline/）。投稿をお待ちしております。 
以上 
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◆ 学会費納入のお願い ◆ 

＜納入のお願い＞ 
 2025 年度（2025 年 4 月 1 日－2026 年 3 月 31 日）の年会費（正会員 7,000円，学生会員 4,000円）

が未納の方は，会員システムからお手続きください。学会 HP の「会員マイページ」よりアクセス可能で

す。事務手続きの漏れを防ぐためにも，会員システムを通じたお支払いにご協力ください。 
 銀行振り込みをご希望の場合，下記口座にお振り込みいただくようお願いいたします。 
＜送金先＞ 
銀行名：ゆうちょ銀行 
種目：普通 
店番：418 
店名：四一八店（ヨンイチハチ店） 
口座番号：0865850 
名義：日本教育メディア学会（ニホンキョウイクメディアガッカイ） 
 
※ゆうちょ銀行口座からの振り込みの場合は，下記記号番号をご利用ください。 
記号：14160 
番号：8658501 

※ 振込手数料は，ご負担ください。ゆうちょ銀行口座から ATM を使って納入いただく場合，手数料は

無料です。 
※ ご自身のゆうちょ銀行口座以外から振り込む場合は，振込人名義を「学会名簿に登録した会員氏名」

にしてください。それが出来ない場合は振込後，事務局にメールでご連絡ください。 
※ 過年度年会費をまとめて振り込む場合には，学会事務局にご連絡ください。 
※ 学生会員は，会費納入に併せて年度ごとに学生証などの証明書類のスキャンまたは写真データを会員

システム経由で事務局宛に提出してください。卒業・修了などにより学生会員の条件を満たさなく

なった場合は事務局にメールでお知らせください。 
 

◆ 登録情報更新のお願い ◆ 

 本学会では，「学会通信」および重要なお知らせを電子メールで会員に配信しております。また，学会

論文誌「教育メディア研究」をご登録の住所に郵送しております。メールの不達，年度末の学会誌の返送

が複数発生しております。確実にお届けするために，定期的に会員マイページにログインの上，登録情報

の確認をよろしくお願いいたします。 
 また，まだ会員システムからマイページへのログイン登録がお済みでない方も，この機会にマイペー

ジ登録（ https://jaems.jp/admission/mypage/ ）をお願いいたします。 
 
【入会者・退会者・除籍者】※敬称略 
入会者・正会員（5名）・・・渡部芳栄，杉山昂平，松本卓也，阿久津紫乃，梁羅壬 
入会者・学生会員（9名）・・・金丸昌美，豊島和紀，執行治平，岡本小枝，飯田翔大，廣瀬歩夢，佐藤

智彦，山内佑輔，殿村英嗣 

学会費納入のお願い，入会者・退会者 
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会費滞納に関する取り扱いを定めております会則第９条では，会費滞納の会員に対する扱いについて

以下のように定めております。会費の納入状況についてご不明な点がありましたら，事務局

（office@jaems.jp）までご連絡ください。 
---------------------- 
第９条 
会員の会費の滞納による除籍については，以下のように定める。 
（１）正会員，学生会員，団体会員ならびに購読会員が，会費を３年間滞納したとき，その年度末を

もって除籍され，会員の資格を喪失する。 
（２）除籍された元会員が再入会するとき，滞納会費の納入を要する。 
---------------------- 

会員総数 416名・12団体 
名誉会員：9名* 
正会員 ：339名 
学生会員：77名 
団体会員：6団体 
購読会員：6団体 
（2025 年 9 月 22 日現在） 

*会員総数に含まず。9名の氏名は学会 HP にて公開。 
 

◆ 学会通信アーカイブ作成ご協力のお願い ◆ 

 本学会は定期的に学会通信を発行し，学会 HP にて公開しています。現在，一部未公開となっている学

会通信も揃えられるよう，学会事務局では以前の学会通信を探しております。お手元に第 1－16, 18, 27
号が紙もしくはデータ等で残っている場合，学会事務局(office@jaems.jp)までお知らせください。ご協力

の程，何卒よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 

E–mail：office@jaems.jp 
学会ホームページ URL：http://jaems.jp/ 

広報委員会 

委員長 市川尚（岩手県立大学） 
副委員長 泰山裕（中京大学） 
委員 高橋暁子（千葉工業大学） 
委員 尾崎拓郎（大阪教育大学） 
委員 谷塚光典（信州大学） 
委員 村川弘城（日本福祉大学） 

 

〒739-8524 広島県東広島市鏡山 1丁目 1番 1 号 
広島大学教育学部 A棟 4階 402 号室 池尻良平研究室 
日本教育メディア学会事務局 宛 


